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取組みの
目的＝理
想の姿

目的達成のための目
標

目標を達成するための成果 目標を達成するための提言（取組み）

LGBTQを意識せず何ら変わりなく接する

誰もが自己の多様性を自由に表現し、尊重
する

必要な市民が制度に登録し住みやすい韮崎
とする

無意識の思い込み（アンコンシャスバイア
ス）を自覚し、解消が進む

ジェンダーフリー・ＳＤＧs・ＬＧＢＴＱ
について小中高で毎年教育されている

パートナーシップ・ファミリーシップ制度
の背景・内容が市民に認知される（学生・
企業）

多様性・無意識の思い込み（アンコンシャ
スバイアス）の事例が分かりやすく準備さ
れ活用されている

小中学校生活・市民社会生活・企業活動で
いじめやハラスメントがない

偏見弱者（性的マイノリティの方）が望む
ことを理解している

多様性とは何か？自分は他者を色眼鏡で見
ていないか見つめ直している

カウンセリングの支援で多様性やＬＧＢＴ
Ｑの理解促進がされている

多様性に係る少数派の人にカミングアウト
されるよう信頼される人になる

（

市
民
一
人
ひ
と
り
の
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
　
公
平
・
自
由
な
社
会
生
活
を
実
現
す
る
）

誰
も
が
安
心
し
て
住
み
や
す
い
韮
崎
市
の
実
現

【尊重する】
地域・人を尊重す

る

【知る】
知らないこと・自
覚していないこと

改善する

【気付かせる】
意識の欠如を改善

し関心を注ぐ

●市民に対して性的志向や性自認等（ソ
ジー）に関するアンケート調査を行い結果
を公表する。

●自治会に対して、役員選定や婦人会など
の集まりに男女での偏見（アンコンシャス
バイアス）がないか見直し依頼を行う。

●一過性でなく、継続した広報・啓発を実
施する。

●韮崎市で多様性の日を決めて、周知及び
広報に啓発に係るチェックシートを作成し
掲載する。

●改善事例を具体化した資料等を作成し、
学校等に配布する。

●先生が多様性について学び、こどもたち
に伝える。

●多様性に関連した事例を調べて、学生や
企業に周知する。

●自己観察（セルフチェックシート）で己
の偏見性を知る。

●多様性の学習本を編纂し、市民に配布す
る。

●市民全体に対して、、LGBTQの方やアライ
（Ally、LGBTQの共感者）を招いての講習会
を開催する。

●市内中学校にジェンダーレス制服を導入
する。

●市内に男女兼用トイレの設置について調
査研究する（話題を提供し、意識を向けさ
せる）。

●アライ（Ally、LGBTQの共感者）を掘り起
こし、男女共同参画推進委員会と一緒に活
動をする。
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働き方 

グループ 
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暮らし 

グループ 
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１　日　時　令和６年１月１７日（水）午後７時００分～午後８時００分

２　場　所　保健福祉センター（本町3-6-3）　２階　栄養指導室

３　内　容　簡単にできる料理　３品の調理実践

　　　　　　　①鯖大根　②たまごやき　③大根とツナ缶のサラダ

４　参加者　９名

誰でもできる簡単な料理教室

25



当日の意見等

・簡単で美味しい料理ができた。家族にも振舞いたい。

・このメニューなら、簡単な料理のため、普段料理をしていない人でも抵抗なくできる

はず。

・簡単な料理ならば、料理に対してのハードルを下げることに繋がると実感できた。こ

のメニューのみならず、簡単な料理を地元地域でも紹介したい。
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多様性 

グループ 
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韮
崎
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
チ
ー
ム
多
様
性

30



1
「
シ
ー
ト
３
」

「
シ
ー
ト
２
」

「
シ
ー
ト
１
」

「
シ
ー
ト
４
」

「
シ
ー
ト
５
」

「
全
体
概
念
図
」

31



2

             

１
．
問
題
認
識
（
韮
崎
市
の
現
在
）
・
事
実
・推
測
・推
定

32



3

                       

２
．
韮
崎
市
の
目
指
す
姿

33



３
．
韮
崎
市
の
多
様
性
を
阻
害
す
る
よ
う
な
事
実

4

34



４
．
課
題
と
対
策

5

LG
B
TQ
を
意
識
せ

ず
何
ら
変
わ
り
な

く
接
す
る

誰
も
が
自
己
の
多

様
性
を
自
由
に
表

現
し
、
尊
重
す
る

必
要
な
市
民
が
制

度
に
登
録
し
住
み

や
す
い
韮
崎

無
意
識
の
思
い
込

み
（
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
バ
イ
ア

ス
）
を
自
覚
し
、

解
消
が
進
む

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ

リ
ー
・
SD
G
ｓ
・

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
つ

い
て
小
中
高
で
毎

年
教
育
さ
れ
て
い

る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ッ
プ
制
度
の
背

景
・
内
容
が
市
民

に
認
知
さ
れ
る

（
学
生
・
企
業
）

多
様
性
・
無
意
識

の
思
い
込
み
（
ア

ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ

イ
ア
ス
）
の
事
例

が
分
か
り
や
す
く

準
備
さ
れ
活
用
さ

れ
て
い
る

小
中
学
校
生
活
・

市
民
社
会
生
活
・

企
業
活
動
で
い
じ

め
や
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
が
な
い

偏
見
弱
者
（
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

方
）
が
望
む
こ
と

を
理
解
し
て
い
る

多
様
性
と
は
何

か
？
自
分
は
他
者

を
色
眼
鏡
で
見
て

い
な
い
か
見
つ
め

直
し
て
い
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
支
援
で
多
様
性

や
LG
B
TQ
の
理
解

促
進
が
さ
れ
て
い

る

多
様
性
に
係
る
少

数
派
の
人
に
カ
ミ

ン
グ
ア
ウ
ト
さ
れ

る
よ
う
信
頼
さ
れ

る
人
に
な
る

多
様
性
を
尊
重
す

る
社
会
変
革
の
流

れ
を
知
ら
な
い

○
性
的
志
向
や
性

自
認
等
（
ソ

ジ
ー
）
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
・
公
表

○
一
過
性
で
な

く
、
継
続
し
た
広

報
・
啓
発

○
多
様
性
の
日
を

決
め
て
、
広
報
に

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

を
掲
載

○
改
善
事
例
を
具

体
的
に
わ
か
る
よ

う
に
す
る
（
社
会

変
化
の
見
え
る

化
）

○
高
校
生
に
男
女

共
同
参
画
推
進
委

員
会
に
参
加
し
て

も
ら
う

○
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ

ト
時
の
影
響
を
調

査
す
る

○
市
内
中
学
校
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス

制
服
を
導
入

○
条
件
反
射
の
植

え
付
け
の
基
本
を

考
え
直
す

（
LG
B
TQ
は
普
通

の
こ
と
）

無
意
識
の
思
い
込

み
（
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
バ
イ
ア

ス
）
を
意
識
・
認

識
せ
ず
常
識
と
考

え
て
い
る

○
市
民
全
員
を
男

女
共
同
参
画
推
進

委
員
と
す
る

○
自
治
会
の
役
員

に
男
女
で
偏
見
が

な
い
か
見
直
し
依

頼
を
行
う

○
テ
レ
ビ
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
に
て
啓
発

（
15
00
回
以
上
）

○
小
中
校
で
の
学

習
の
定
着

○
多
様
性
に
関
連

し
た
事
例
を
調
べ

て
、
み
ん
な
で
共

有
す
る

○
多
様
性
の
学
習

本
を
編
集
し
、
市

民
に
配
布
す
る

○
LG
B
TQ
の
方
、

ア
ラ
イ
（
Al
ly
、

LG
B
TQ
の
共
感

者
）
を
招
い
て
の

講
習
会
の
開
催

○
LG
B
TQ
の
人
を

採
用
す
る
（
官

民
）

○
LG
B
TQ
の
方
、

ア
ラ
イ
（
Al
ly
、

LG
B
TQ
の
共
感

者
）
が
作
成
し
た

動
画
の
周
知
（
明

る
く
扱
う
）

LG
B
TQ
・
性
的

志
向
や
性
自
認
等

（
ソ
ジ
ー
）
の
知

識
不
足
、
誤
っ
た

認
識

○
ト
イ
レ
や
風
呂

の
兼
用
の
在
り
方

を
考
え
る

○
各
種
メ
デ
ィ
ア

で
の
P
R

○
学
校
で
講
師
を

招
い
て
の
学
習

○
教
師
が
多
様
性

に
つ
い
て
学
び
、

児
童
・
生
徒
に
伝

え
る

○
多
様
性
に
つ
い

て
の
わ
か
り
や
す

い
動
画
作
成
し
、

Yo
uT
ub
eで
流
す

○
自
己
観
察
（
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
）
で
己
の

偏
見
性
を
知
る

○
自
分
事
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
よ
う

な
内
容
で
の
広

報
・
啓
発

○
男
女
兼
用
ト
イ

レ
の
設
置
に
つ
い

て
調
査
研
究
（
話

題
を
提
供
し
、
意

識
を
向
け
さ
せ

る
）

○
ア
ラ
イ
（
Al
ly
、

LG
B
TQ
の
共
感

者
）
を
探
し
、
仲

間
と
し
て
一
緒
に

P
R
を
す
る
。

地
域
・
人
を
尊
重
す
る

市
民
が
自
覚
し
て
い
な
い
こ
と
・
知
ら
な
い
こ
と
を
改
善
す
る

意
識
の
欠
如
を
改
善
し
関
心
を
注
ぐ

誰
も
が
安
心
し
て
住
み
や
す
い
韮
崎
市
の
実
現
（
市
民
一
人
ひ
と
り
の
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
　
公
平
・
自
由
な
社
会
生
活
を
実
現
し
て
い
る
）

無 関 心 ・ 目 的 不 明 ・ 気 運 が 未 醸 成

35



５
．
市
政
へ
の
反
映
検
討
項
目

6

取
組

み
の

目
的

＝
理

想
の

姿
目

的
達

成
の

た
め

の
目

標
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
成

果
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
考

え
ら

れ
る

取
組

み

L
G
B
T
Q
を

意
識

せ
ず

何
ら

変
わ

り
な

く
接

す
る

●
男

女
共

同
参

画
推

進
委

員
会

な
ど

の
場

で
、

ト
イ

レ
や

風
呂

を
男

女
兼

用
と

し
て

利
用

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
話

題
に

取
上

げ
、

一
緒

に
な

っ
て

対
話

を
行

う
（

結
論

を
出

す
の

で
な

く
、

意
見

交
換

を
行

い
、

様
々

な
考

え
が

あ
る

こ
と

を
知

り
、

相
手

の
こ

と
を

考
え

る
き

っ
か

け
と

す
る

こ
と

が
目

的
）

。

誰
も

が
自

己
の

多
様

性
を

自
由

に
表

現
し

、
尊

重
す

る

●
市

民
に

対
し

て
性

的
志

向
や

性
自

認
等

（
ソ

ジ
ー

）
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

い
結

果
を

公
表

す
る

。
●

市
民

全
員

が
男

女
共

同
参

画
推

進
委

員
と

同
様

に
自

分
事

と
し

て
考

え
る

機
会

を
作

る
。

●
自

治
会

に
対

し
て

、
役

員
選

定
や

婦
人

会
な

ど
の

集
ま

り
に

男
女

で
の

偏
見

（
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

バ
イ

ア
ス

）
が

な
い

か
見

直
し

依
頼

を
行

う
。

必
要

な
市

民
が

制
度

に
登

録
し

、
住

み
や

す
い

韮
崎

と
す

る
●

い
ろ

い
ろ

な
機

会
を

通
じ

て
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

制
度

の
周

知
に

努
め

る
。

無
意

識
の

思
い

込
み

（
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

バ
イ

ア
ス

）
を

自
覚

し
、

解
消

が
進

む

●
一

過
性

で
な

く
、

継
続

し
た

広
報

・
啓

発
を

実
施

す
る

。
●

韮
崎

市
で

多
様

性
の

日
を

決
め

て
、

周
知

及
び

広
報

に
啓

発
に

係
る

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
を

作
成

し
掲

載
す

る
。

●
テ

レ
ビ

コ
マ

ー
シ

ャ
ル

に
て

啓
発

（
1
,
5
0
0
回

以
上

）
す

る
。

●
各

種
メ

デ
ィ

ア
で

の
P
R
を

行
う

。

ジ
ェ

ン
ダ

ー
フ

リ
ー

・
S
D
G
ｓ

・
L
G
B
T
Q
に

つ
い

て
小

中
高

で
毎

年
教

育
さ

れ
て

い
る

●
改

善
事

例
を

具
体

化
し

た
資

料
等

を
作

成
し

、
学

校
等

に
配

布
す

る
。

●
小

中
学

校
で

の
学

習
を

定
着

さ
せ

る
。

●
学

校
で

講
師

を
招

い
て

の
学

習
を

行
う

。
●

教
師

が
多

様
性

に
つ

い
て

学
び

、
児

童
・

生
徒

に
伝

え
る

。

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

・
フ

ァ
ミ

リ
ー

シ
ッ

プ
制

度
の

背
景

・
内

容
が

市
民

に
認

知
さ

れ
る

（
学

生
・

企
業

）

●
高

校
生

に
男

女
共

同
参

画
推

進
委

員
会

に
参

加
し

て
も

ら
う

。
●

多
様

性
に

関
連

し
た

事
例

を
調

べ
て

、
学

生
や

企
業

に
周

知
す

る
。

●
多

様
性

に
つ

い
て

の
わ

か
り

や
す

い
動

画
を

作
成

し
、

Y
o
u
T
u
b
e
で

流
す

。
●

自
己

観
察

（
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
）

で
己

の
偏

見
性

を
知

る
。

多
様

性
・

無
意

識
の

思
い

込
み

（
ア

ン
コ

ン
シ

ャ
ス

バ
イ

ア
ス

）
の

事
例

が
分

か
り

や
す

く
準

備
さ

れ
活

用
さ

れ
て

い
る

●
多

様
性

の
学

習
本

を
編

纂
し

、
市

民
に

配
布

す
る

。
●

自
分

事
と

し
て

捉
え

ら
れ

る
よ

う
な

内
容

で
の

広
報

・
啓

発
を

実
施

す
る

。

小
中

学
校

生
活

・
市

民
社

会
生

活
・

企
業

活
動

で
い

じ
め

や
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
が

な
い

●
市

民
に

対
し

て
カ

ミ
ン

グ
ア

ウ
ト

時
の

影
響

を
調

査
し

、
分

析
結

果
を

公
表

す
る

。

偏
見

弱
者

（
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
の

方
）

が
望

む
こ

と
を

理
解

し
て

い
る

●
市

民
全

体
に

対
し

て
、

L
G
B
T
Q
の

方
や

ア
ラ

イ
（

A
l
l
y
、

L
G
B
T
Q
の

共
感

者
）

を
招

い
て

の
講

習
会

を
開

催
す

る
。

●
市

役
所

に
お

い
て

、
L
G
B
T
Q
の

方
を

採
用

す
る

（
臨

時
的

・
普

及
啓

発
員

）

多
様

性
と

は
何

か
？

自
分

は
他

者
を

色
眼

鏡
で

見
て

い
な

い
か

見
つ

め
直

し
て

い
る

●
市

内
中

学
校

に
ジ

ェ
ン

ダ
ー

レ
ス

制
服

を
導

入
●

市
内

に
男

女
兼

用
ト

イ
レ

の
設

置
に

つ
い

て
調

査
研

究
す

る
（

話
題

を
提

供
し

、
意

識
を

向
け

さ
せ

る
）

。

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

支
援

で
多

様
性

や
L
G
B
T
Q
の

理
解

促
進

が
さ

れ
て

い
る

●
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

で
き

る
場

所
を

確
保

・
設

置
す

る
。

多
様

性
に

係
る

少
数

派
の

人
に

カ
ミ

ン
グ

ア
ウ

ト
さ

れ
る

よ
う

信
頼

さ
れ

る
人

に
な

る

●
地

域
住

民
の

条
件

反
射

の
植

え
付

け
の

基
本

を
考

え
直

す
（

L
G
B
T
Q
は

普
通

の
こ

と
）

。
●

ア
ラ

イ
（

A
l
l
y
、

L
G
B
T
Q
の

共
感

者
）

を
掘

り
起

こ
し

、
男

女
共

同
参

画
推

進
委

員
会

と
一

緒
に

活
動

を
す

る
。

●
当

事
者

が
作

成
し

た
動

画
を

Ｐ
Ｒ

す
る

。

（ 市 民 一 人 ひ と り の 多 様 性 が 尊 重 さ れ 　 公 平 ・ 自 由 な 社 会 生 活 を 実 現 す る ）

誰 も が 安 心 し て 住 み や す い 韮 崎 市 の 実 現

【
尊

重
す

る
】

地
域

・
人

を
尊

重
す

る

【
知

る
】

知
ら

な
い

こ
と

・
自

覚
し

て
い

な
い

こ
と

改
善

す
る

【
気

付
か

せ
る

】
意

識
の

欠
如

を
改

善
し

関
心

を
注

ぐ
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